
北海道農業に限りない愛情を注ぎ、
たゆまぬ努力を続ける人々がいます。
農業の未来を創造する「北の農業人」の
情熱や取り組みをご紹介します。
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●現在は農家の4代目として汗を
流す傍ら、倶知安町議会議員とし
ても活動する山田さん。「外国人
観光客のブームが去った後までを
見据えて、地域の農業や観光を
考えることが大切だと思います」

●離農地や農地開発で拓かれた土地を
買い足し、65ヘクタールまで農地を拡大。
地力のない土地には牛ふんから作った堆
肥を活用するなど、土壌改良にも取り組ん
できました。

●牧草ロールや農業機械などが収められたビニールハウス。ジャ
ガイモの芽出しや選別など、多目的に利用しています。
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●地中から掘り起こしたジャガイモを、ハーベスタの上でベテランの
パートさんたちが鮮やかな手さばきで選別していきます。

●肉用牛の素牛生産も手掛ける山田さん。将来的には町内で肥育までを
一貫して行い、倶知安町の特産品の一つにできたら、というビジョンも持っ
ています。

●小高い山の中腹を切り開いてつくられた農地では、要さんが
ジャガイモを収穫していました。ジャガイモの後は、小豆、大豆、
ビートと収穫作業が続きます。
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